住宅改修費申請手続きの変更点
１．様式の変更等について
　　１）支給申請書（様式１）、承認申請書（様式２）、理由書（様式３）、変更申請書（様式１０）、

・・・朝倉市記入欄「認定」・・・要介護の「経過的」を削除

２）見積書（様式５）　　　　　  承認申請時・・・様式５　　：見積書（工事内訳書）

　　　　　　　　　　　　　　　　　  変更申請時・・・様式５　　：見積書（工事内訳書）

支給申請時・・・様式５－２：請求書（工事内訳書）
３）変更内容が確認できる書類　　変更申請時・・・様式７－２
２．承認決定通知時の送付資料の変更について

（従来）

住宅改修承認決定通知書（原本）

見積書（原本）

完成前後の状態が確認できる書類【写真】（原本）　　　　　　　　＊写真の現像代は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 対象外経費（利用者負担）
（変更後：本日のケアマネ情報交換会以降は）                      　　　　　　　　  です。

住宅改修承認決定通知書（原本）のみ
　　※見積書、完成前後の状態が確認できる書類は返却

しません。
※今後住宅改修費で介護サービス課が受理する写真はすべて原本とし返却いたしません。
■着工前写真（2部）・・・・承認申請時（１部）、支給申請時（1部）

■完成写真（１部）・・・・・支給申請時（1部）

＊変更申請がある場合や利用者の控え分等は各自考慮して対応してください。
３．その他留意点
　　１）見積書、請求書の記載について
・見積書と請求書の分別を明確にする。・・・承認申請時は見積書（工事内訳書）、支給申請時は請求書（工事内訳書）を提出する。紙面が足りない場合は様式５－３をご利用ください。
・介護保険の対象にならない工事を含む場合は、対象工事と対象外工事を区別し記載してください。

・工事費の適正化を図るべく、直接工事費用に占める諸経費の割合を確認しておりますので数量の記載は一式といった表現ではなく、パーセントで記載してください。（諸経費や材料費が極端に高い場合は内容を確認させていただく場合があります。

２）工事関係について

・工期が著しく長期化（３ヶ月以上）することが予想される場合は、承認決定後、工事着工前までに介護サービス課までに報告書（任意様式）を提出願います。

　　　　・軽微な変更（手すりの位置の変更など）については、支給申請時に変更になった部分を平面図に記載添付してください。この場合は承認変更申請の必要はありません。
　　　　・工事着工後に工事内容を変更することは出来ません。（承認決定の日から工事着工前までに工事内容を変更する場合は変更申請が出来ますが、それ以降の変更は出来ません。住宅改修を行う場合は理学療法士や作業療法士、福祉住環境コーディネーター等の専門家の意見を聞いて方針を決めるなど、失敗のない住宅改修をお願いします。）

・変更申請を提出することなく、利用者等の勝手な都合により工事内容を変更した場合は、現地確認を実施したり、住宅改修費を支給しない場合がありますので、ご注意ください。
３）その他

・住宅の所有者が本人以外の場合は承諾書が必要です。

賃貸アパートと家族所有の場合により承諾書の様式が異なりますのでご留意ください。

・業者の方が申請書を持参される場合は、必ず委任状を提出してください。
・口座振替依頼欄は原則として被保険者本人の口座を記載ください。

本人が口座をお持ちでない場合や、正当な理由がある場合に例外としてご家族の口座を記
載していただきます。

　　　　・未だに平成18年4月以前の様式を使用してある事業所も見受けられるので、最新の様式に差替えてください。
（新様式添付）

様式１　　　　　　介護保険居宅介護（介護予防）住宅改修費支給申請書兼請求書
様式２　　　　　　介護保険居宅介護（介護予防）住宅改修承認申請書

様式３　　　　　　住宅改修が必要な理由書

様式５　　　　　　見積書（工事内訳書）

様式５－２　　　　請求書（工事内訳書）

様式５－３　　　　工事内訳書

様式７　　　　　　完成（前・後）の状態が確認できる書類

様式７－２　　　　変更内容が確認できる書類

様式１０　　　　　介護保険居宅介護（介護予防）住宅改修承認変更申請書
※データとして資料が必要な方は、電子媒体持参の上、介護サービス課までお申し込みください。

